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2024年４月24日，有識者グループ「人口戦略会議」
が，国立社会保障・人口問題研究所の推計をもとに
20代から30代の女性の数，「若年女性人口」の減少
率を市区町村ごとに分析した結果を公表

2050年までの30年間で，若年女性人口が半数以下
になる自治体は全体の4割にあたる744あり，これら
の自治体は，その後，人口が急減し，最終的に消滅
する可能性があるとしている。

P.1OP．重要な「人口減少対策」

2024年４月24日全国ニュース



人口減少が地方のまち・生活に与える影響（資料：国土交通白書2015）

①生活関連サービス（小売・飲食・娯楽・医療機関等）の縮小
 →地域から産業の撤退が進み，生活に必要な商品やサービスを入手することが困難になるなど

②税収減（＋高齢化の進行による社会保障費増）による行政サービス水準の低下
 →地方財政はますます厳しさを増し，行政サービスの廃止又は有料化等により，生活利便性が低下する

③地域公共交通の撤退・縮小
 →不採算路線からの撤退や運行回数の減小が予想される

④空き家，空き店舗，工場跡地，耕作放棄地等の増加
 →地域の景観の悪化，治安の悪化，倒壊や火災発生といった防災上の問題等が発生し，地域の魅力が低下する

⑤地域コミュニティの機能低下
 →共助機能の低下，地域防災力の低下，住民同士の交流機会の減小によるにぎわいや地域への愛着の喪失

さらなる人口減少を引き起こす人口減少の悪循環

P.2OP．重要な「人口減少対策」



P.3OP．重要な「人口減少対策」

水戸市ではどうなの？

水戸市



 (1) 総人口の推移
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（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）

※2010年，2015年，2020年は国勢調査人口，その他は国勢調査の確定値に基づく常住人口

近年は基本的に横ばいが続いている。

単位：（人）

P.5１．水戸市における人口の現状



※1975年から2015年までの総人口は，年齢不詳を含む
（資料：「水戸市人口ビジョン（第２次）」）

【総人口】
2015年頃をピークに減少を続け，
2050年には約10％減の推計

【生産年齢人口】
2005年頃をピークに減少を続け，
2015年頃と比較し，2050年に
は約21％減の推計

【年少人口・老年人口】
年少人口は減少傾向，老年人口
は増加傾向にあり，2000年頃に
は既に年少人口は老年人口を下
回っている

近年の総人口は横ばいが続いているが，出生・死亡に伴う
出生数は下がり，死亡数は増えていく

１ページ図の範囲

 (2) 総人口及び年齢３区分別人口の推移と将来推計

人口動態である「自然動態」はマイナスとなっていくと予想される。

社人研による推計(2023)(2018)

2050年

総人口
243,760人

生産年齢人口
129,240人

老年人口
89,145人
年少人口
25,375人

P.6１．水戸市における人口の現状



 (3) 人口増減数の推移

水戸市では既に自然動態による人口の減少の傾向が

始まっており，それを転入超過である社会動態で、

できる限りカバーしている状態。

近年は社会動態で自然動態をカバーしきれず、人口

が減少する状況が増えている。

自然動態・・・出生・死亡に伴う人口の動き
社会動態・・・転入・転出に伴う人口の動き

人口流入の促進及び人口流出の抑制を図る

単位：（人）

単位：（人）

「移住・定住促進施策」が非常に重要

水戸市第７次総合計画

重点プロジェクトMission2
若い世代の移住・定住
加速プロジェクト（資料：水戸市統計年報から政策企画課にて作成）

P.7１．水戸市における人口の現状

詳細

69

-250 -240 -230

-581
-718

-961 -1023

-1324
-1477

-1805

882

251
424

242

-177

145

429

799

178
310

429

-2000

-1500

-1000

-500

0

500

1000

1500

2010年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

自然動態数 社会動態数 人口動態数

2010年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

自然動態数 69 -250 -240 -230 -581 -718 -961 -1023 -1324 -1477 -1805

社会動態数 882 251 424 242 -177 145 429 799 178 310 429

人口動態数 951 1 184 12 -758 -573 -532 -224 -1146 -1167 -1376



P.8２．若い世代の移住・定住促進に向けた戦略

若い世代の移住・定住促進ってどうすればできるの？



〇地方移住者（ＵＪＩターン者）の意識調査（2020年度）／内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局
 Ｑ：あなたが東京圏から地方に移り住むことを最初に意識したきっかけについてお答えください

P.9２．若い世代の移住・定住促進に向けた戦略



〇地方移住者（ＵＪＩターン者）の意識調査（2020年度）／内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局
 Ｑ：あなたが地方に住むという決断をした際に，影響を与えた要素をすべてお答えください
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P.10２．若い世代の移住・定住促進に向けた戦略



P.11２．若い世代の移住・定住促進に向けた戦略

若い世代の地方移住のきっかけや決断には、
仕事、生活の利便性、娯楽、

子育て環境、人とのつながりなど、
一人一人の個性や状況に応じて、

様々な要因が影響している。

〇若い世代に選ばれるMITOづくり総合戦略
 ーデジタル×まち・ひと・しごと創生（第３次）ー
 全体のイメージ

若い世代の移住促進に向け、
単一的な分野に限らず、

水戸の魅力を幅広く高め、
それをより多くの若い世代に

伝えていく。



〇地方移住者（ＵＪＩターン者）の意識調査（2020年度）／内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局
 Ｑ：あなたが東京圏から地方に移り住むことを最初に意識したきっかけについてお答えください

P.12２．若い世代の移住・定住促進に向けた戦略



〇地方移住者（ＵＪＩターン者）の意識調査（2020年度）／内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局
 Ｑ：あなたが地方に住むという決断をした際に，影響を与えた要素をすべてお答えください
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P.13２．若い世代の移住・定住促進に向けた戦略



P.14２．若い世代の移住・定住促進に向けた戦略

若い世代の地方移住のきっかけや決断には、
仕事、生活の利便性、娯楽、

子育て環境、人とのつながりなど、
一人一人の個性や状況に応じて、

様々な要因が影響している。

若い世代の移住促進に向け、
単一的な分野に限らず、

水戸の魅力を幅広く高め、
それをより多くの若い世代に

伝えていく。

全体的な考え方 重点的な考え方

その中でも、特に仕事の影響大

若い世代の移住促進に向け、
魅力を感じる多様な働く場の創出
に優先的に取り組むとともに、

それを、今後多くが就職を控えた
大学生を対象として伝えていく。

ニーズや数がある程度まとまっているタイミング

高校生の大学進学 大学生の就職活動



P.15３．若い世代の移住・定住促進に向けた取組

令和７年度

企業誘致・創業支援室
誕生

取組をさらに加速

若い世代が魅力を感じる多様な働く場の創出



P.16

特徴
・離島を除く関東地方唯一の
 ふるさとワーキングホリデー
・働く先が田舎の仕事じゃない
 大卒後の現実的な就職先

・受け入れる仕事場は
 参加者を積極的に雇用したい

内定直結型

例えば・・・

大学生に水戸の魅力的な仕事を伝えるシティプロモーション

３．若い世代の移住・定住促進に向けた取組



P.17４．目指す効果

○「若い世代が魅力を感じる多様な働く場の創出」を起点としたまち・ひと・しごとの好循環



EX.　広域連携による移住・定住促進

いばらき県央地域移住・定住促進協議会
▷令和４年５月31日 発足
▷各市町村における移住・定住戦略とは別に，
 県央地域全体の移住・定住促進を図る事業を展開
いばらき県央地域の暮らしのPRコンセプト

P.18

理想のライフスタイルを実現しながら

安心の都市インフラによる

不自由のない生活ができる

シームレスな一体の生活圏 ▶いばらき県央地域移住・
 定住促進協議会ホームページ
 「＃いばらきどまんなかライフ」



ご清聴ありがとうございました


